
2017  8/4

SHIEN
No.20

 http://kisokobe.sub.jp/

【発行人】 岩　村　義　雄　〈携帯 070-5045-7127〉
【事務局】 〒655-0049 神戸市垂水区狩口台5-1-101
 Tel（078）782-9697 　Fax（078）784-2939
 E-mail:kiso@mbe.nifty.com　　　　　
【石巻支所】 阿 部 とよ子
 〒986-2121 宮城県石巻市渡波町3-5-37
 Tel（0225）24-3107
 E-mail:cp.abe@royal.ocn.ne.jp
【熊本支部】 大 島 健二郎
 〒862-0939 熊本市東区長嶺南4-4-27
 ウイングアイ303
年4回　2月、5月、8月、11月
購読料　一部320円＋送料80円（年ぎめ 1,600円）

神戸国際支縁機構（KISO）季刊誌

ミヨシ石鹸株式会社

〒772-8601
徳島県鳴門市撫養町立岩字芥原115
TEL 088-685-1151（代表）

ど
米
り
よ
代
時
戸
江
は
市
巻
石
県
城
宮

が
い
合
き
引
ら
か
国
全
は
メ
コ
い
し
い
お

込
れ
だ
な
が
車
用
乗
に
う
よ
の
し
刺
串
は

会
雄
義
村
岩
が
ち
た
者
若
の
構
機
縁
支
際

M
anahari 

Children Hom
e

）

・
リ
ハ
ナ
マ

5

始
を
活
生
が
児
孤
の
人

4
月

25

を
災
震
大
路
淡
・
神
阪
に
日

ネ
が
震
地
大
の
模
規
る
回
上

5
月
12
日

と
い
な
き
で
い
て
う
と
は
業
農
に
人
素

打
は
に
姿
る
す
育
教
に
う
よ
む
組
り
取

言
頭
巻

者
供
提
地
農
波
渡
市
巻
石
県
城
宮

山
亀

 

繁

「カヨ子基金」で通学

（
氏
36

孤
に
リ
ハ
ナ
マ
市
ダ
ウ
ダ
ヘ
は
）
歳

ま
り
あ
は
裕
余
る
作
を
設
施
に
的
政
財
は

第
（君
人
義
田
村
の
生
学
大

61

2
次

42

36

）
歳

36

の
ら
か
本
日
に
め
た
の
児
孤
も
ら
か
地
災

2

3
質
実
（

82

5

し
ま
り
な
と
び
運
る
す
造
建
で
所
か

1
月
4

10
月
17

11

を
話
世
の
ち
た
児
孤
も
で
ム
ナ
ト
ベ
も
で

に
で
す

35

恵
恩
の
」
金
基
子
ヨ
カ
「
が
人

月
毎

3

で
も
し
と
落
き
引
動
自
の
円
千

マナハリ・チルドレン・ホームの
子ども達　2017年6月25日 1

2

2017  8/4

SHIEN
No.20

 http://kisokobe.sub.jp/

【発行人】 岩　村　義　雄　〈携帯 070-5045-7127〉
【事務局】 〒655-0049 神戸市垂水区狩口台5-1-101
 Tel（078）782-9697 　Fax（078）784-2939
 E-mail:kiso@mbe.nifty.com　　　　　
【石巻支所】 阿 部 とよ子
 〒986-2121 宮城県石巻市渡波町3-5-37
 Tel（0225）24-3107
 E-mail:cp.abe@royal.ocn.ne.jp
【熊本支部】 大 島 健二郎
 〒862-0939 熊本市東区長嶺南4-4-27
 ウイングアイ303
年4回　2月、5月、8月、11月
購読料　一部320円＋送料80円（年ぎめ 1,600円）

神戸国際支縁機構（KISO）季刊誌

ミヨシ石鹸株式会社

〒772-8601
徳島県鳴門市撫養町立岩字芥原115
TEL 088-685-1151（代表）

ど
米
り
よ
代
時
戸
江
は
市
巻
石
県
城
宮

が
い
合
き
引
ら
か
国
全
は
メ
コ
い
し
い
お

込
れ
だ
な
が
車
用
乗
に
う
よ
の
し
刺
串
は

会
雄
義
村
岩
が
ち
た
者
若
の
構
機
縁
支
際

M
anahari 

Children Hom
e

）

・
リ
ハ
ナ
マ

5

始
を
活
生
が
児
孤
の
人

4
月

25

を
災
震
大
路
淡
・
神
阪
に
日

ネ
が
震
地
大
の
模
規
る
回
上

5
月
12
日

と
い
な
き
で
い
て
う
と
は
業
農
に
人
素

打
は
に
姿
る
す
育
教
に
う
よ
む
組
り
取

言
頭
巻

者
供
提
地
農
波
渡
市
巻
石
県
城
宮

山
亀

 

繁

「カヨ子基金」で通学

（
氏
36

孤
に
リ
ハ
ナ
マ
市
ダ
ウ
ダ
ヘ
は
）
歳

ま
り
あ
は
裕
余
る
作
を
設
施
に
的
政
財
は

第
（君
人
義
田
村
の
生
学
大

61

2
次

42

36

）
歳

36

の
ら
か
本
日
に
め
た
の
児
孤
も
ら
か
地
災

2

3
質
実
（

82

5

し
ま
り
な
と
び
運
る
す
造
建
で
所
か

1
月
4

10
月
17

11

を
話
世
の
ち
た
児
孤
も
で
ム
ナ
ト
ベ
も
で

に
で
す

35

恵
恩
の
」
金
基
子
ヨ
カ
「
が
人

月
毎

3

で
も
し
と
落
き
引
動
自
の
円
千

マナハリ・チルドレン・ホームの
子ども達　2017年6月25日 1

2

  

SHIEN
No.32
2020 8/1

熊
本
豪
雨 

球く

磨ま

川が
わ

で
炊
き
出
し
、

が
れ
き
撤
去
、
家
財
運
び
出
し

　
『
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
新
聞
』（
２
０
２
０
年

７
月
12
日
付
）https://xn--pckuay0l6a

7c1910dfvzb.com
/?

　
第
１
次
７
月
４
日
～　

　
　
　

�

現
地
、
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
支

縁
物
資
な
ど

　

２
０
２
０
年
４
月
７
日
、
熊
本
県
南
部

の
球
磨
川
流
域
な
ど
の
水
害
を
も
た
ら
し

ま
し
た
。
総
務
省
消
防
庁
の
発
表
で
は
、

死
者
17
人
、
行
方
不
明
者
２
人
、
心
肺
停

止
１
人
（
７
月
８
日
時
点
）。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に

『
助
け
て
』
の
声
。
２
０
１
６
年
４
月
の

熊
本
地
震
本
震
の
時
と
同
様
、
神
戸
国
際

支
縁
機
構
は
そ
の
日
の
う
ち
に
熊
本
県
芦あ
し

北き
た

町
に
到
着
し
ま
し
た
。
犠
牲
者
11
名
を

出
し
た
芦
北
町
町
長
室
で
、
藤
崎
正
司
副

町
長
、
岩
田
繁
義
教
育
長
、
福
田
貴
司
総

務
課
長
と
面
会
。
町
全
体
の
地
図
を
見
せ

て
も
ら
い
な
が
ら
佐
敷
川
、
湯
浦
川
の
被

害
状
況
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金光教人吉教会 2020 年７月 11日 人
ひと

吉
よし

市宝
ほう

来
らい

町　坂口ひとみさん宅　2020 年７月 15 日

『
神
戸
新
聞
』（
２
０
２
０
年
７
月
12
日
、
18
日
）

左から本田寿久、坂口ひとみ、坂口賢一、本田博之、片山忠明
7 月 24 日　宝来町

第
２
次
７
月
10
日
～　

　
　
　

�

炊
き
出
し
、
ド
ロ
出
し
、
マ
ス
ク

提
供
な
ど

第
３
次
７
月
13
日
～　

　
　
　

�

ド
ロ
出
し
、
が
れ
き
撤
去
、
家
財

運
び
だ
し
な
ど

第
４
次
７
月
23
日
～　

　
　
　

が
れ
き
撤
去
な
ど

第
５
次
８
月
２
日
～　

　
　
　

�

予
定　

が
れ
き
撤
去
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「ヒューマニティ・ファスト」
日本アハマディア・ムスリム協会

法律相談初回無料。
お気軽にご相談下さい。

〒650-0016 神戸市中央区橘通1-2-14

TEL 078-351-1325  FAX 078-351-1270

 みや なが たか し

弁護士 宮永堯史
 まつ だ やす お

弁護士 松田康生

シャローム綜合法律事務所

0120-997-181

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
元
年
か
ら
22
年
、
様
々
な
災
害
現

場
で
思
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。総
点
検
し
、見
直
し
、改
善
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑴ 

現
場
で
は
感
情
移
入

ａ
．規
則
ず
く
め

日
本
人
は
、一般
に
、
資
格
が
な
い

と
な
に
も
さ
せ
な
い
四
角
定
規
に
考

え
る
民
族
と
言
え
ま
す
。資
格
、
学

歴
、
能
力
は
最
前
線
の
現
場
で
は
無

用
で
す
１

。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
社
会
全

体
の
制
度
を
決
め
、
運
営
に
貢
献
す

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。制
度
を
支

え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
提
供
す
る
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
外
見
上
、目
立
た
な

い
よ
う
に
縁
の
下
の
力
持
ち
と
わ
き
ま
え
ま
す
２

。

た
と
え
ば
骨
折
し
て
い
る
重
症
の
人
が
い
れ
ば
、
す

ぐ
に
応
急
手
当
が
必
要
で
す
。し
か
し
、
な
に
よ
り
も

大
切
な
事
は
何
が
必
要
か
と
い
う
視
点
で
す
。家
、
家

族
、財
産
を
失
っ
た
方
に
、新
築
の
家
、養
子
な
ど
の
新

し
い
家
族
、
配
偶
者
、
金
塊
な
ど
は
、
だ
れ
も
す
ぐ
さ

ま
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。一番
、緊
急
性
が
求
め

ら
れ
る
の
は
、
絶
望
の
ど
ん
底
に
い
る
人
を
励
ま
す
言

葉
、
柔
和
な
微
笑
み
、
や
さ
し
い
声
で
す
。助
け
合
う

関
係
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
、
隣
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
こ

そ
、
生
き
る
希
望
に
つ
な
が
り
ま
す
。病
院
の
集
中
治

療
室
で
よ
し
ん
ば
手
術
が
成
功
し
て
も
、
身
寄
り
、
友

達
、
帰
る
家
が
な
け
れ
ば
孤
独
感
で
さ
い
な
ま
れ
、
失

望
か
ら
立
ち
直
れ
ま
せ
ん
。

「
救
出
」に
つ
い
て
、ル
ー
ル
よ
り
、い
の
ち
の
通
っ
た
関

係
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。た
と
え
ば
、
救
急
車
は
現
場

に
直
行
す
る
際
、
高
速
道
路
で
も
ス
ピ
ー
ド
制
限
を

守
り
ま
せ
ん
。「
い
の
ち
」を
優
先
す
る
か
ら
で
す
。

ｂ
．ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
体
制

被
災
地
に
行
き
ま
す
と
、ボ
ラ
セ
ン（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・

セ
ン
タ
ー
）、
社
協（
社
会
福
祉
協
議
会
）、
危
機
管
理

課
が
細
か
い
規
則
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
押
さ
え
込
む

傾
向
が
強
い
で
す
。次
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込
み
者
が

増
え
て
き
ま
す
と
、
管
理
で
き
な
く
な
り
、
２
０
１
４

年
8
月
16
日
の
丹
波
水
害
の
時
で
も
、
ま
だ
必
要
が

大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
ラ
セ
ン
が
受
け
入
れ
を

断
り
ま
す
３

。せ
っ
か
く
、
遠
方
か
ら
時
間
、
体
力
、
交

通
費
を
用
い
て
や
っ
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
追
い
返

す
の
で
す
。と
ぼ
と
ぼ
帰
途
に
つ
か
ざ
る
を
得
な
い
た

く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
石
巻
、丹
波
、熊
本
の
現
場

で
お
出
合
い
し
ま
し
た
４

。そ
ん
な
志
が
あ
る
方
と
、
ご

一
緒
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。た
と
え
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
、後
期
高
齢

者
、備
え
を
所

有
し
て
い
な

く
て
も
、
や
る

気
が
あ
れ
ば
、

現
場
で
は
大

い
に
貢
献
な

さ
い
ま
す
。土

砂
の
下
敷
き

に
な
り
骨
折
、

打
撲
、心
に
痛

み
の
あ
る
人

に
は
、ハン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
感
情
移
入
を
な
さ
り
、
ふ
さ

わ
し
い
の
で
す
。有
能
な
人
よ
り
、は
る
か
に
功
を

奏
す
る
こ
と
に
つ
い
て
役
所
の
机
の
上
で
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。エ
リ
ー
ト
、効
率
、能
率
の
視
点
で
は
、ど
ん

底
の
被
災
者
の
気
持
ち
な
ど
咀そ

嚼し
ゃ
くで
き
ま
せ
ん
。自

然
災
害
の
対
応
は
、筋
書
通
り
に
解
決
で
き
る
こ
と
は

少
な
い
の
で
す
。

新
米
の
メ
デ
ィ
ア
記
者
は
、
避
難
所
の
窓
口
に
い
る

役
所
の
人
に
、
犠
牲
者
数
、
行
方
不
明
者
数
な
ど
、
質

問
し
ま
す
。現
場
に
足
を
運
ば
ず
、
窓
口
の
行
政
の
説

明
を
聞
い
て
、被
災
状
況
を
把
握
し
た
よ
う
に
勘
違
い

し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
上
げ
、
被

災
者
の
体
験
を
添
え
て
、記
事
の
体
裁
を
つ
く
り
あ
げ

ま
す
。つ
ま
り
、
住
民
を
見
す
て
る
行
政
の
仕
打
ち
を

見
破
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。現
象
だ
け
で
、
物

事
の
真
実
を
洞
察
す
る
力
の
な
い
画
一
的
な
記
事
に
な

り
ま
す
。全
国
新
聞
に
し
て
も
活
字
離
れ
の
時
代
、交

通
費
、宿
泊
費
、取
材
実
費
も
削
ら
れ
、遠
隔
地
か
ら

の
即
席
の
記
事
に
終
始
し
ま
す
。共
同
通
信
に
右
へ
な

ら
え
の
見
出
し
、編
集
、画
像
で
す
。２
０
１
７
年
3
月

11
日
、東
日
本
大
震
災
か
ら
6
年
目
、視
聴
率
が
低
け

れ
ば
、も
は
や
テ
レ
ビ
局
も
復
旧
、復
興
、再
建
が
遅
々

と
し
て
い
る
被
災
地
報
道
番
組
に
つ
い
て
取
り
消
し
ま

す
。旬
が
過
ぎ
れ
ば
だ
れ
も
見
向
き
も
し
な
く
な
る

と
い
う
理
由
で
報
道
し
な
い
責
任
を
問
わ
な
い
の
は
悲

劇
の
序
章
で
す
。

ｃ
．ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
役
所
の
棲す

み
分
け

通
例
、役
所
の
人
た
ち
は
、食
材
、電
気
系
統
、上
下

水
道
な
ど
の
復
旧
に
は
適
役
で
す
。一方
、避
難
所
、在

宅
被
災
者
、
現
場
で
、
被
災
者
と
直
接
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
は
る
か
に
ま

さ
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、被
災
地
で
は
、活
動
の
棲

み
分
け
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

現
場
の
被
災
者
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
防
災
士
、
医

療
者
が
接
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。ボ
ラ
セ
ン
な
ど
役
所

は
、地
域
の
連
絡
、情
報
の
伝
達
、分
配
に
専
念
し
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
補
佐
す
る
よ
う
な
構
図
に
シ
フ
ト
す
べ

き
で
す
。活
動
の
棲
み
分
け
に
よ
り
、
被
災
者
の
う
め

き
、悲
し
み
、怒
り
を
共
有
し
、有
機
的
に
助
け
合
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
０
１
５
年
、
鬼き

ぬ怒
川が

わ

水
害
の
際
、
日
光
市
の
役
所

の
方
た
ち
は
他
の
被
災
地
と
は
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
命
ず
る
構
図
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

５

。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
被
災
現
場
の
状
況
を
説
明
し
、
地

図
や
、行
き
先
、必
要
人
数
を
一緒
に
相
談
し
、ど
う
す

べ
き
か
協
議
し
て一
番
い
い
方
法
を
委
ね
る
低
姿
勢
な

態
度
が
貫
か
れ
て
い
ま
し
た
。上
意
下
達
で
は
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
難
局
の
解
決
を
委
ね
る
空
気
が
あ
り

ま
し
た
。調
整
役
に
徹
底
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
迅
速
な
行
動
で
現
場
に
急
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。つ
ま
り
役
所
は
、
被
災
現
場
の
住
民
の

苦
し
み
を
よ
く
理
解
し
、
何
が
必
要
か
心
得
て
お
ら

れ
た
の
で
す
。「
オ
レ
た
ち
が
何
も
か
も
司

つ
か
さ
どる
」、「
仕

切
る
」、「
命
令
す
る
」、
と
い
う
空
気
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。心
あ
る
行
政
は
、
被
災
者
を
決
し
て
、「
忘
れ

ら
れ
た
」存
在
に
し
な
い
も
の
で
す
。安
心
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
作
業
終
了
後
、「
後
ろ
姿
で
に
っ
こ
り
」
の

感
謝
の
心
で
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1
　
拙
稿『
支
縁
』№
11（
神
戸
国
際
支
縁
機
構 

２
０
１
５
年 

3
頁
）。

2
　
同
№
10（
同 

２
０
１
５
年 

3
頁
）。

3
　
丹
波
水
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　http://kisokobe.sub.jp/article/6030/

4
　
第
2
次
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

　
　http://kisokobe.sub.jp/event/25/

5
　
第
56
次
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

　
　http://kisokobe.sub.jp/event/8066/

九州北部豪雨
会長　岩村 義雄

福岡県朝倉市杷
は き

木松
 ますえ

末正
まさのぶ

信　2017年7月7日
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人によし、社会によし、未来によし。

　

頑
強
な
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
西に
し

瀬ぜ

橋
も
陥
落
。

豪
雨
く
ら
い
で
は
び
く
と
も
し
な
い
は
ず
が
ど
う
し

て
で
し
ょ
う
か
。
明
ら
か
に
市
房
ダ
ム
か
ら
の
放
流

の
大
量
の
水
で
す
。
人
災
で
す
。
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
が

大
木
の
枝
、
樹
皮
が
削
り
取
ら
れ
て
製
材
さ
れ
た
か

の
よ
う
な
丸
太
に
な
っ
て
い
ま
す
。
松ま

末す
え
、
厚あ
つ

真ま

町
、

真ま

備び

な
ど
と
同
じ
現
象
で
す
。

　

観
光
地
で
あ
っ
た
九
州
の
温
泉
街
、
熊
本
県
人
吉

も
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
４
～
６
月
と
営
業
が
で
き

ず
、
耐
え
て
来
ら
れ
ま
し
た
。
７
月
は
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
効
果
に
よ
り
ど
こ
も
満
室
の
予
約
が
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
無
残
に
も
人
々
を
招
き
入
れ
る
こ
と

が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、ド
ロ
で
立
派
な
建
物
、温
泉
、

送
迎
用
の
車
両
も
壊
滅
。
県
外
か
ら
の
宿
泊
客
も
コ

ロ
ナ
の
た
め
ダ
メ
。
外
国
人
客
も
来
ま
せ
ん
。
道
路
、

交
通
網
も
復
旧
が
む
ず
か
し
い
の
で
、
経
営
者
の
脳

裏
に
は
「
廃
業
」
が
浮
か
び
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
、他
府
県
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
入
っ
て
こ
な
い
た
め
、
高
齢
者
た
ち
は
２
週
間

経
て
も
畳
出
し
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
臭
い
の
で
す
。

し
か
し
、
神
戸
ナ
ン
バ
ー
の
車
を
見
か
け
る
と
、
次
々

と
近
づ
い
て
来
ら
れ
、
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
持
ち
か
け
ら
れ
ま

す
。
本
音
と
建
て
前
が
こ
こ
で
も
違
っ
て
い
ま
す
。

さ
れ
ど「
い
の
ち
」、「
く
ら
し
」、「
希
望
」が
第
一
で
す
。

　

今
回
、
決
壊
危
機
を
か
ろ
う
じ
て
免
れ
た
球
磨

川
流
域
の
瀬
戸
石
ダ
ム
（
芦
北
町
、
球
磨
村
）
は
、

ダ
ム
上
部
の
管
理
用
道
路
が
複
数
箇
所
の
接
ぎ
目

で
最
大
約
50
セ
ン
チ
ず
れ
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

住
民
の
反
対
運
動
に
よ
り
な
く
な
っ
た
荒
瀬
ダ
ム

（
２
０
１
８
年
撤
去
）
が
も
し
あ
っ
た
な
ら
ば
、
被
害

は
甚
大
な
も
の
に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
鉄

道
も
回
復
し
て
い
ま
せ
ん
。
球
磨
川
第
四
橋
梁
（
橋
長

３
２
２
ｍ 

国
登
録
有
形
文
化
財
）
が
流
失
し
ま
し
た
。

　

７
月
４
日
、
田
川
の
被
災
現
場
を
経
て
、
国
道

２
１
９
号
を
通
っ
て
球
磨
村
の
中
心
部
で
あ
る
一い
っ

勝し
ょ
う

地ち

に
向
か
い
ま
し
た
。
４
日
の
夜
、
人
吉
市
の
青
井

阿
蘇
神
社
駐
車
場
で
車
中
泊
（
機
構
は
２
０
１
１
年

以
降
、
男
性
参
加
者
は
ホ
テ
ル
、
旅
館
に
一
度
も
宿

泊
せ
ず
、
寝
袋
持
参
で
、
空
手
道
場
や
被
災
者
宅
な

ど
に
宿
泊
）
で
す
。

『中外日報』（2020 年 7 月 8 日付）
『キリスト新聞』（2020 年 7 月 11 日付）

森
林
放
置
、
技
術
過
信
に
よ
る
ダ
ム
、
食
育

無
視
が
自
然
災
害
の
元
凶

青井阿蘇神社福川義文宮司（中央）
７月 5 日朝 8 時

左 本田博之、右 筆者

実
じっ

照
しょう

寺
じ

塩田義道住職から裏山の土砂崩れを傾聴 7 月 11 日

人
気
ア
ニ
メ
「
夏
目
友
人
帳
」
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
人
吉
市
西に

し

瀬ぜ

橋(

長
さ
１
７
４
㍍
、
幅
６
・
２
㍍)

の
一
部
も
流
出
し
ま
し

た
。
７
月
15
日

人
ひと

吉
よし

市市
いち

房
ふさ

ダム７月５日
『クリスチャントゥデイ』
（2020 年７月 17 日付）
動 画 ht t p s : / /www.
chr i s t i an today.co. jp /
articles/28231/20200708/
kyushu-heavy-rain.htm
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⑵ 

二
次
災
害
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ａ
． 二
次
災
害

最
初
に
起
こ
っ
た
災
害
に
引
き
続
い
て
、そ
れ
か
ら
派

生
す
る
別
の
災
害
が
あ
り
ま
す
６

。阪
神・淡
路
大
震
災
で

も
地
震
後
、火
災
が
発
生
し
、６
４
３
５
人
の
内
、火
災
死

者
は
５
９
９
人
に
及
び
ま
し
た
７

。避
難
所
で
持
病
が
悪

化
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
な
い
た
め

体
調
を
崩
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。被
害
に 

遭
っ
た
人
を

救
助
す
る
た
め
に
向
か
っ
た
消
防
士
、警
察
官
、自
衛
隊

員
も
被
害
に
遭
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。し
か
し
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
向
か
う
場
面
は
基
本
的
に
、避
難
者
が
お
ら
れ

る
安
全
な
場
所
で
す
。つ
ま
り
最
前
線
の
危
険
な
地
帯
に

向
か
う
こ
と
よ
り
、避
難
、救
助
さ
れ
た
安
全
地
帯
で
活

動
し
ま
す
。

現
場
で
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
多
す
ぎ
て
、救
出
に
邪
魔
と

考
え
る
人
は
被
災
現
場
を
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。山
あ
い

の
滑
落
、土
石
流
の
決
壊
、道
路
の
寸
断
な
ど
の
危
険
地

帯
に
は
だ
れ
も
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。他
の
地
域
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
近
寄
れ
ま
せ
ん
。地
元
の
精
通
し

た
人
た
ち
し
か
、け
も
の
道
な
ど
を
知
ら
な
い
か
ら
で
す
。

二
次
災
害
を
恐
れ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。自
分
の
不

明
家
族
を
捜
索
す
る
の
は
、地
元
の
消
防
団
な
ど
で
す
。

逃
げ
遅
れ
た
生
存
者
を
見
い
だ
し
、救
出
で
き
る
の
は
地

元
の
地
理
に
精
通
し
て
い
る
者
し
か
で
き
ま
せ
ん
。い
き

な
り
自
衛
隊
が
投
入
さ
れ
て
も
、発
見
で
き
な
い
も
の
で

す
。6
年
経
っ
た
今
で
も
、東
日
本
大
震
災
の
行
方
不
明

者
は
捜
索
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

ｂ
．食
中
毒

二
次
災
害
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、「
食
中
毒
」を
予
防
し

て
炊
き
出
し
を
さ
せ
な
い
発
想
は
あ
ま
り
に
も
近
視
眼

的
で
す
。炊
き
出
し
の
た
め
に
サ
ル
モ
ネ
ラ・腸
炎
ビ
ブ
リ

オ・病
原
性
大
腸
菌
な
ど
に
か
か
る
と
い
う
の
は
宝
く
じ
で

一
等
賞
に
当
た
る
確
率
と
同
じ
で
す
。火
を
通
し
て
炊
き

出
し
を
し
ま
す
。つ
ま
り
、生
も
の
で
は
な
く
な
り
ま
す

か
ら
、食
中
毒
に
か

か
り
ま
せ
ん
。基
本

的
に
、学
校
の
文
化

祭
な
ど
で
、生
徒
た

ち
が
焼
き
そ
ば
な
ど

提
供
す
る
際
、保
健

所
の
許
可
を
得
る
の

と
同
じ
よ
う
に
、炊

き
出
し
も
許
可
を

得
て
す
る
ぐ
ら
い
の

マ
ナ
ー
は
徹
底
し
て

い
ま
す
。熊
本・大
分

地
震
か
ら
1
年
経
っ

た
7
月
26
日
、熊
本
県
全
域
に
食
中
毒
注
意
報
が
発
令

さ
れ
ま
し
た
８

。炊
き
出
し
と
は
無
縁
で
す
。猛
暑
の
影
響

で
す
。ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
は
季
節
に
関
係
な

く
、生
活
排
水
に
よ
る
も
の
で
す
。あ
さ
り
、牡か

き蠣
、海
苔

に
被
害
が
及
び
、日
本
各
地
で
昨
年
末
か
ら
出
荷
停
止
に

な
り
ま
し
た
９

。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
問
題
な
の
で
は
な
く
、人

間
そ
の
も
の
の
エ
ゴ
が
も
た
ら
し
た
災
厄
で
す
。食
中
毒

を
恐
れ
る
あ
ま
り
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
炊
き
出
し
禁

止
は
、被
災
者
の
生
き
る
喜
び
な
ど
に
セ
ン
サ
ー
が
働
い
て

い
な
い
証
明
で
す
。

ｃ
．被
災
地
の
犯
罪

次
に
、「
盗
難
」に
つ
い
て
被
災
地
で
は
厳
重
な
警
戒
を

し
ま
す
。全
国
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
よ
そ
者
が
押
し

寄
せ
る
か
ら
安
全
に
つい
て
脅
か
さ
れ
る
と
い
う
ま
こ
と
し

や
か
な
思
い
込
み
が
あ
り
ま
す
。コ
ン
ビ
ニ
の
レ
ジ
類
持
ち

出
し
、銀
行
や
会
社
の
金
庫
、豪
邸
の
扉
な
ど
は
重
機（
ユ

ン
ボ
）が
な
け
れ
ば
打
ち
破
り
、搬
出
は
で
き
ま
せ
ん
。自

然
災
害
で
幹
線
道
路
が
通
行
不
能
な
の
に
重
機
に
乗
っ
て

他
府
県
か
ら
や
って
く
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。地
元
の
人

た
ち
し
か
知
り
え
な
い
情
報
が
盗
難
に
関
係
し
て
い
る
こ

と
を
見
逃
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。宮
城
県
石
巻
市
渡
波
で

も
、２
０
１
１
年
3
月
に
訪
問
し
た
時
、金
融
関
係
の
被
害

は
、他
の
地
域
か
ら
で
は
な
い
こ
と
を
西
光
寺
の
樋
口
伸
生

（
無
量
寿
庵
住
職
）副
住
職
か
ら
耳
に
し
ま
し
た
10

。ち
な

み
に
東
北
自
動
車
道
な
ど
は
当
時
、緊
急
車
両
し
か
通
行

が
許
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。神
戸
国
際
支
縁
機
構
は

兵
庫
県
警
察
署
か
ら
許
可
書
を
得
て
、目
立
つ
よ
う
に
車

輌
に
貼
っ
て
い
ま
し
た
。一般
道
に
し
て
も
土
砂
を
か
ぶ
り
、

通
行
不
能
で
し
た
。

ま
ち
が
っ
た
常
識
と
し
て
、“
秩
序
正
し
く
配
給
を
受

け
取
る
被
災
者
”な
ど
、マ
ス
コ
ミ
が
作
り
上
げ
た
神
話
は

独
り
歩
き
し
て
い
ま
す
。奇
妙
な
こ
と
に
、日
本
人
は
被
災

地
で
暴
動
が
起
き
な
い
こ
と
を
誇
ら
し
げ
に
思
っ
て
い
ま

す
。海
外
へ
行
き
ま
す
と
、“
日
本
人
は
モ
ラ
ル
が
高
い
で
す

ね
”、と
言
わ
れ
る
と
筆
者
は
複
雑
な
心
境
に
な
ら
ざ
る

を
え
ま
せ
ん
。日
本
の
被
災
現
場
に
何
度
も
足
を
踏
み
入

れ
、メ
デ
ィ
ア
の
ウ
ソ
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、本
音
と
建

て
前
の
日
本
人
の
短
所
に
つ
い
て
、顔
が
赤
ら
み
ま
す
。宮

城
県
石
巻
市
に
70
数
回
訪
問
し
て
い
て
確
信
す
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。盗
難
、レ
イ
プ
、破
壊
な
ど
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
って
も
た
ら
さ
れ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
絶
対
な
い
と
は
確
言
で
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
、ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
ど
さ
く
さ
ま
ぎ
れ
の
犯
罪
に
関
係
し
て
い
る

と
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。ゴ
ー
ス
ト
タ
ウ
ン
に
な
っ

た
石
巻
市
魚
町
に
数
軒
の
全
壊
の
家
が
あ
り
ま
し
た
。

２
０
１
５
年
ま
で
、玄
関
付
近
に
津
波
で
変
色
し
た
硬
貨

な
ど
が
散
乱
し
て
い
ま
し
た
。解
体
さ
れ
る
ま
で
、だ
れ
も

硬
貨
を
も
っ
て
い
た
り
し
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。神
戸
か

ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、「
こ
こ
に
も
５
０
０
円
玉
が
い
く
つ

も
あ
り
ま
す
ね
」、と
言
う
も
の
の
だ
れ
も
盗
っ
た
り
し
ま

せ
ん
で
し
た
。福
島
県
富
岡
町
で
も
、盗
難
に
入
ら
れ
る
の

は
近
隣
で
も
有
名
な
裕
福
な
家
だ
け
と
、地
元
の
吉
田
信

住
職
が
言
わ
れ
ま
し
た
。つ
ま
り
そ
の
地
域
に
居
住
し
て

い
な
け
れ
ば
、金
目
の
も
の
を
だ
れ
が
隠
し
て
持
っ
て
い
る

か
わ
か
ら
な
い
も
の
で
す
。軒の

き

並な

み
に
盗
人
は
押
し
入
っ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
も
他
府
県
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仕
業

で
な
い
こ
と
も
明
瞭
で
す
。

次
号
に
続
く

6
　 「
二
次
災
害
」『
大
辞
林
』（
三
省
堂
編
修
所
第
三
版 

２
０
０
６
年
）。

7
　 

兵
庫
県
企
画
県
民
部
災
害
対
策
局
災
害
対
策
課「
阪
神
・
淡
路
大

震
災
の
被
害
確
定
に
つ
い
て
」（
２
０
０
６
年
5
月
19
日
消
防
庁
確

定
）。

8
　
Ｒ
Ｋ
Ｋ
熊
本
放
送 

7
月
26
日
。

9
　 “
生
活
排
水
な
ど
に
混
入
し
た
ウ
ィ
ル
ス
が
海
に
流
失
し
、カ
キ
に

蓄
積
し
た
可
能
性
が
あ
る
”『
読
売
新
聞
』（
２
０
１
６
年
12
月
22

日
付
）。“
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
全
国
的
に
拡
大
し
て
い
る
よ
う

で
す
。各
地
で
餅
つ
き
大
会
が（
保
健
所
の
勧
め
で
）中
止
に
な
る
”

『
朝
日
新
聞
』（
２
０
１
６
年
12
月
28
日
付
）。

10
　 

拙
稿『
支
縁
』№
5（
神
戸
国
際
支
縁
機
構 

２
０
１
３
年 

3
頁
）。

新
執
筆
者

阿
部
捷
一先
生
に
代
わ
っ
て
連

載「
む
か
し
む
か
し
」を
担
当
す

る
こ
と
に
な
っ
た
阿
部
和
夫
で

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

※ 

石
巻
は
世
界
に
つ
な
が
る
不
思
議
な
場
所
で
す
。支
倉

常
長
を
は
じ
め
、若
宮
丸
、フ
ラ
ン
ク
安
田
、ハ
ワ
イ
移
民

の
リ
ー
ダ
ー
牧
野
富
三
郎
等
が
居
ま
す
。

阿
部
和
夫
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
３
８
年
石
巻
市
生
ま
れ
。東
北
大
学
卒
業
。歴
代

校
長
を
歴
任
。前
任
者
阿
部
捷
一先
生
と
同
じ
職
場
で
勤

務
。１
９
９
９
年
石
巻
市
教
育
長
。２
０
０
８
年
榎
本
武
揚

没
後
１
０
０
年
記
念
帆
船
あ
こ
が
れ
運
航
石
巻
実
行
委

員
長
、２
０
１
１
年
映
画「
宮
城
か
ら
の
報
告
～
子
ど
も・

学
校・地
域
」製
作
委
員
会
代
表
、２
０
１
３
年
石
巻
芸
術

文
化
振
興
財
団
理
事
長
。

執
筆
論
文
：『
仙
台
藩
に
お
け
る
品
替
御
百
姓
に
関
す

る一考
察
』（
１
９
６
９
年
）、『
日
本
歴
史
地
名
大
系 

宮
城

の
地
名
』（
共 

平
凡
社
１
９
８
７
年
）、『
石
巻
の
歴
史 

第

2
巻
、第
4
巻
』（
共 

石
巻
市
１
９
８
９
年
）、『
宝
暦
年
間

に
お
け
る
仙
台
藩
―
漁
村
の
様
相
～
牡
鹿
郡
網
地
浜
の

飢
饉
と
海
難
と
～
」（
２
０
０
０
年
）、『
目
で
見
る
石
巻・桃

生・牡
鹿
の
１
０
０
年
』（
共 

郷
土
出
版
社
２
０
０
０
年
発
）、

『
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
近
世
村
落
の
崩
壊
～
石
巻

市
雄
勝
地
区
の
場
合
～
』（
２
０
１
２
年
）な
ど
著
書
多
数
。

朝倉市寒
そ う ず

水 道が川となる　7月17日

弁護士法人
芦屋西宮市民法律事務所

津久井 進
日弁連災害復興支援委員会委員長
兵庫県弁護士会所属

TEL: 0798-68-3161
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「ヒューマニティ・ファスト」
日本アハマディア・ムスリム協会

法律相談初回無料。
お気軽にご相談下さい。

〒650-0016 神戸市中央区橘通1-2-14

TEL 078-351-1325  FAX 078-351-1270

 みや なが たか し

弁護士 宮永堯史
 まつ だ やす お

弁護士 松田康生

シャローム綜合法律事務所

0120-997-181

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
元
年
か
ら
22
年
、
様
々
な
災
害
現

場
で
思
わ
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。総
点
検
し
、見
直
し
、改
善
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

⑴ 

現
場
で
は
感
情
移
入

ａ
．規
則
ず
く
め

日
本
人
は
、一般
に
、
資
格
が
な
い

と
な
に
も
さ
せ
な
い
四
角
定
規
に
考

え
る
民
族
と
言
え
ま
す
。資
格
、
学

歴
、
能
力
は
最
前
線
の
現
場
で
は
無

用
で
す
１

。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
社
会
全

体
の
制
度
を
決
め
、
運
営
に
貢
献
す

る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。制
度
を
支

え
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
提
供
す
る
の
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
外
見
上
、目
立
た
な

い
よ
う
に
縁
の
下
の
力
持
ち
と
わ
き
ま
え
ま
す
２

。

た
と
え
ば
骨
折
し
て
い
る
重
症
の
人
が
い
れ
ば
、
す

ぐ
に
応
急
手
当
が
必
要
で
す
。し
か
し
、
な
に
よ
り
も

大
切
な
事
は
何
が
必
要
か
と
い
う
視
点
で
す
。家
、
家

族
、財
産
を
失
っ
た
方
に
、新
築
の
家
、養
子
な
ど
の
新

し
い
家
族
、
配
偶
者
、
金
塊
な
ど
は
、
だ
れ
も
す
ぐ
さ

ま
与
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。一番
、緊
急
性
が
求
め

ら
れ
る
の
は
、
絶
望
の
ど
ん
底
に
い
る
人
を
励
ま
す
言

葉
、
柔
和
な
微
笑
み
、
や
さ
し
い
声
で
す
。助
け
合
う

関
係
、コ
ミ
ュニ
テ
ィ
、
隣
人
と
の
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
こ

そ
、
生
き
る
希
望
に
つ
な
が
り
ま
す
。病
院
の
集
中
治

療
室
で
よ
し
ん
ば
手
術
が
成
功
し
て
も
、
身
寄
り
、
友

達
、
帰
る
家
が
な
け
れ
ば
孤
独
感
で
さ
い
な
ま
れ
、
失

望
か
ら
立
ち
直
れ
ま
せ
ん
。

「
救
出
」に
つ
い
て
、ル
ー
ル
よ
り
、い
の
ち
の
通
っ
た
関

係
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。た
と
え
ば
、
救
急
車
は
現
場

に
直
行
す
る
際
、
高
速
道
路
で
も
ス
ピ
ー
ド
制
限
を

守
り
ま
せ
ん
。「
い
の
ち
」を
優
先
す
る
か
ら
で
す
。

ｂ
．ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
体
制

被
災
地
に
行
き
ま
す
と
、ボ
ラ
セ
ン（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア・

セ
ン
タ
ー
）、
社
協（
社
会
福
祉
協
議
会
）、
危
機
管
理

課
が
細
か
い
規
則
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
押
さ
え
込
む

傾
向
が
強
い
で
す
。次
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
申
込
み
者
が

増
え
て
き
ま
す
と
、
管
理
で
き
な
く
な
り
、
２
０
１
４

年
8
月
16
日
の
丹
波
水
害
の
時
で
も
、
ま
だ
必
要
が

大
き
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ボ
ラ
セ
ン
が
受
け
入
れ
を

断
り
ま
す
３

。せ
っ
か
く
、
遠
方
か
ら
時
間
、
体
力
、
交

通
費
を
用
い
て
や
っ
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
追
い
返

す
の
で
す
。と
ぼ
と
ぼ
帰
途
に
つ
か
ざ
る
を
得
な
い
た

く
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
石
巻
、丹
波
、熊
本
の
現
場

で
お
出
合
い
し
ま
し
た
４

。そ
ん
な
志
が
あ
る
方
と
、
ご

一
緒
に
活
動
し
て
き
ま
し
た
。た
と
え
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ

プ
、後
期
高
齢

者
、備
え
を
所

有
し
て
い
な

く
て
も
、
や
る

気
が
あ
れ
ば
、

現
場
で
は
大

い
に
貢
献
な

さ
い
ま
す
。土

砂
の
下
敷
き

に
な
り
骨
折
、

打
撲
、心
に
痛

み
の
あ
る
人

に
は
、ハン
デ
ィ

キ
ャ
ッ
プ
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
感
情
移
入
を
な
さ
り
、
ふ
さ

わ
し
い
の
で
す
。有
能
な
人
よ
り
、は
る
か
に
功
を

奏
す
る
こ
と
に
つ
い
て
役
所
の
机
の
上
で
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。エ
リ
ー
ト
、効
率
、能
率
の
視
点
で
は
、ど
ん

底
の
被
災
者
の
気
持
ち
な
ど
咀そ

嚼し
ゃ
くで
き
ま
せ
ん
。自

然
災
害
の
対
応
は
、筋
書
通
り
に
解
決
で
き
る
こ
と
は

少
な
い
の
で
す
。

新
米
の
メ
デ
ィ
ア
記
者
は
、
避
難
所
の
窓
口
に
い
る

役
所
の
人
に
、
犠
牲
者
数
、
行
方
不
明
者
数
な
ど
、
質

問
し
ま
す
。現
場
に
足
を
運
ば
ず
、
窓
口
の
行
政
の
説

明
を
聞
い
て
、被
災
状
況
を
把
握
し
た
よ
う
に
勘
違
い

し
て
い
ま
す
。そ
こ
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
作
り
上
げ
、
被

災
者
の
体
験
を
添
え
て
、記
事
の
体
裁
を
つ
く
り
あ
げ

ま
す
。つ
ま
り
、
住
民
を
見
す
て
る
行
政
の
仕
打
ち
を

見
破
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
す
。現
象
だ
け
で
、
物

事
の
真
実
を
洞
察
す
る
力
の
な
い
画
一
的
な
記
事
に
な

り
ま
す
。全
国
新
聞
に
し
て
も
活
字
離
れ
の
時
代
、交

通
費
、宿
泊
費
、取
材
実
費
も
削
ら
れ
、遠
隔
地
か
ら

の
即
席
の
記
事
に
終
始
し
ま
す
。共
同
通
信
に
右
へ
な

ら
え
の
見
出
し
、編
集
、画
像
で
す
。２
０
１
７
年
3
月

11
日
、東
日
本
大
震
災
か
ら
6
年
目
、視
聴
率
が
低
け

れ
ば
、も
は
や
テ
レ
ビ
局
も
復
旧
、復
興
、再
建
が
遅
々

と
し
て
い
る
被
災
地
報
道
番
組
に
つ
い
て
取
り
消
し
ま

す
。旬
が
過
ぎ
れ
ば
だ
れ
も
見
向
き
も
し
な
く
な
る

と
い
う
理
由
で
報
道
し
な
い
責
任
を
問
わ
な
い
の
は
悲

劇
の
序
章
で
す
。

ｃ
．ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
役
所
の
棲す

み
分
け

通
例
、役
所
の
人
た
ち
は
、食
材
、電
気
系
統
、上
下

水
道
な
ど
の
復
旧
に
は
適
役
で
す
。一方
、避
難
所
、在

宅
被
災
者
、
現
場
で
、
被
災
者
と
直
接
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
は
る
か
に
ま

さ
っ
て
い
ま
す
。し
た
が
っ
て
、被
災
地
で
は
、活
動
の
棲

み
分
け
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

現
場
の
被
災
者
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
防
災
士
、
医

療
者
が
接
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。ボ
ラ
セ
ン
な
ど
役
所

は
、地
域
の
連
絡
、情
報
の
伝
達
、分
配
に
専
念
し
、ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
補
佐
す
る
よ
う
な
構
図
に
シ
フ
ト
す
べ

き
で
す
。活
動
の
棲
み
分
け
に
よ
り
、
被
災
者
の
う
め

き
、悲
し
み
、怒
り
を
共
有
し
、有
機
的
に
助
け
合
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
０
１
５
年
、
鬼き

ぬ怒
川が

わ

水
害
の
際
、
日
光
市
の
役
所

の
方
た
ち
は
他
の
被
災
地
と
は
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
命
ず
る
構
図
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

５

。ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
被
災
現
場
の
状
況
を
説
明
し
、
地

図
や
、行
き
先
、必
要
人
数
を
一緒
に
相
談
し
、ど
う
す

べ
き
か
協
議
し
て一
番
い
い
方
法
を
委
ね
る
低
姿
勢
な

態
度
が
貫
か
れ
て
い
ま
し
た
。上
意
下
達
で
は
な
く
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
難
局
の
解
決
を
委
ね
る
空
気
が
あ
り

ま
し
た
。調
整
役
に
徹
底
し
て
お
ら
れ
ま
し
た
。ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
迅
速
な
行
動
で
現
場
に
急
行
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。つ
ま
り
役
所
は
、
被
災
現
場
の
住
民
の

苦
し
み
を
よ
く
理
解
し
、
何
が
必
要
か
心
得
て
お
ら

れ
た
の
で
す
。「
オ
レ
た
ち
が
何
も
か
も
司

つ
か
さ
どる
」、「
仕

切
る
」、「
命
令
す
る
」、
と
い
う
空
気
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。心
あ
る
行
政
は
、
被
災
者
を
決
し
て
、「
忘
れ

ら
れ
た
」存
在
に
し
な
い
も
の
で
す
。安
心
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
作
業
終
了
後
、「
後
ろ
姿
で
に
っ
こ
り
」
の

感
謝
の
心
で
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

1
　
拙
稿『
支
縁
』№
11（
神
戸
国
際
支
縁
機
構 
２
０
１
５
年 

3
頁
）。

2
　
同
№
10（
同 

２
０
１
５
年 

3
頁
）。

3
　
丹
波
水
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
　http://kisokobe.sub.jp/article/6030/

4
　
第
2
次
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

　
　http://kisokobe.sub.jp/event/25/

5
　
第
56
次
東
北
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

　
　http://kisokobe.sub.jp/event/8066/

九州北部豪雨
会長　岩村 義雄

福岡県朝倉市杷
は き

木松
 ますえ

末正
まさのぶ

信　2017年7月7日

東京都墨田区緑３丁目8番12号

ミヨシ共栄株式会社

取
り
組
ん
で
お
ら
れ

ま
す
。
金
儲
け
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
防
潮

堤
と
異
な
り
、
美
し

い
輝
き
が
作
品
に
あ

り
ま
す
。「
こ
れ
で
墨

を
す
る
と
、
ま
ろ
や

か
で
」、
と
目
を
細
め

て
、
書
家
か
ら
の
お

礼
状
な
ど
を
見
せ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

南
房
総
布め

良ら

に
は
、
ま
だ
ブ
ル
ー
シ
ー

ト
が
屋
根
に
か
か
っ
て
い
ま
す
。

　

布
良
で
最
初
に
用
水
路
や
、
布
良
地

区
の
被
災
者
の
必
要
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
機
構
と

連
携
さ
せ

て
い
た
だ

い
た
連
合

区
長
の
嶋

田
政
雄
さ

ん（
75
歳
）

は
、
熊
本

南
部
水
害

に
5
つ
の
地
区
か
ら

タ
オ
ル
を
集
め
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
被
災

者
の
痛
み
が
お
わ
か

り
で
す
。

布
良
崎
神
社
の
役
員
た
ち

第
９
次 

６
月
22
日

　

青
い
海
、
緑
の
牡
鹿
半
島
の
山

並
み
の
景
観
が
な
ん
た
る
こ
と
か
。

無
機
質
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
見
え

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
人
が

幾
世
紀
も
営
ん
で
き
た
自
然
に
溶

け
込
ん
だ
く
ら
し
が
消
え
て
い
ま
す
。

　

人
口
流
出
を
促
進
し
た
ト
ン
ネ

ル
、
近
代
的
な
道
路
、
土
木
技
術

は
買
い
物
、
娯
楽
、
外
食
を
求
め

人
々
を
街
へ
運
び
ま
し
た
。
地
元

の
商
店
を
シ
ャ
ッ
タ
ー
化
し
、
若

者
が
郷
土
を
捨
て
、
古
里
に
残
ら

な
い
過
疎
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
限
界
集
落
を
津
波
、
地
震
が

襲
い
ま
し
た
。
今
、
３
・
11
以
上

の
悲
劇
以
上
の
人
災
で
あ
る
コ
ン

ク
リ
ー
ト
が
襲
っ
て
い
ま
す
。

　

女お
な

川が
わ

原
発
２
号
機
は
２
０
２
０
年
2
月
、
住
民

の
反
対
意
見
に
耳
を
傾
け
ず
、
宮
城
県
村
井
知
事

は
ゴ
ー
サ
イ
ン
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
た
め
、
2
年
後

に
再
稼
働
で
す
。
国
定
公
園
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

国
の
内
外
か
ら
の
観
光
客
も
期
待
で
き
ま
せ
ん
。

「G
o To 

ト
ラ
ブ
ル
」
な
の
で
は
。

　

人
間
の
技
術
で
自
然
災
害
を
防
げ
な
い
こ
と
は
、

7
月
4
日
、
熊
本
南
部
で
証
明
済
み
で
す
。
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
ま
だ
指
導
者
は
あ
き
ら
め
な
い
野

心
の
追
求
を

行
っ
て
い
ま

す
。

　

雄お

勝が
つ

硯す
ず
り

伝
統

技
術
の
継
承
者

遠
藤
弘
行
さ
ん

（
66
歳
）
は
仕

事
場
、
道
具
、

作
品
を
津
波
で

失
い
ま
し
た
。

現
在
、
た
だ
ひ

と
り
機
械
に
よ

ら
ず
、
手
作
り

の
硯
づ
く
り
に

初
め
て
地
球
を
一
回
り
し
た
日
本
人

　
　

～
石
巻
若
宮
丸
物
語
　
⑪
～�

阿
部
　
和
夫

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
３
８
年
宮
城
県
石
巻
市
生
。
石
巻
小
学
校
校
長

１
９
９
９
年
退
職
。
石
巻
市
教
育
委
員
会
教
育
長（
１
９
９
９

～
２
０
０
８
）。
近
刊
阿
部
和
夫
著
『
戊
辰
戦
争
と
仙
台
藩

―
そ
の
時
，
石
巻
で
は
―
』(

三
陸
河
北
新
報
社)

好
評
。

露
日
辞
書
と
露
日
会
話
帳
の
作
成

　

長
い
航
海
の
途
上
、
レ
ザ
ー
ノ
フ
と
善
六
は
、
お
互
い
の

国
の
言
葉
を
学
び
合
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
成
果
は
二
つ
の

書
物
と
な
っ
て
完
成
し
ま
す
。

　

一
つ
は
、「
日
本
語
学
習
の
手
引
き
～
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
、

初
級
文
法
、
会
話
～
」
で
す
。
レ
ザ
ー
ノ
フ
は
、
日
本
政
府

と
の
交
渉
を
目
前
に
し
て
、
予
測
さ
れ
る
様
々
な
場
面
を
想

定
し
て
作
ら
れ
た
会
話
帳
で
す
。
と
同
時
に
、
そ
の
作
成
に

協
力
し
て
日
本
語
を
話
す
善
六
の
出
身
地
、
彼
の
生
活
そ
の

も
の
か
ら
に
じ
み
出
て
く
る
会
話
は
、
当
時
の
石
巻
の
様
子

を
現
す
も
の
で
も
あ
り
ま
し
た
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
「
お
早

う
ご
ざ
い
ま
す
」
に
対
応
す
る
日
本
語
と
し
て
、
善
六
は

「
今こ
ん

朝ち
ょ
うは
良
い
凪な

ぎ

で
ご
ざ
り
ま
す
る
。」
と
応
え
て
い
ま
す
。

石
巻
の
千
石
船
の
水
主
ら
し
い
挨
拶
で
す
。

　

二
つ
目
は
、「
ロ
シ
ア
語
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
る
日
本

語
辞
書
」
で
す
。
約
三
五
〇
〇
の
単
語
を
含
む
こ
の
辞
書
は
、

十
八
世
紀
末
の
石
巻
の
方
言
が
、
ロ
シ
ア
文
字
で
表
現
さ
れ

て
い
る
所
に
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
石
巻
の
言

葉
の
研
究
に
は
大
い
に
役
に
立
つ
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

善
六
は
、
ロ
シ
ア
語
の
日
常
会
話
は
あ
る
程
度
上
達
し
て
い

て
も
、
ロ
シ
ア
語
の
文
法
ま
で
は
知
識
が
及
ん
で
い
な
か
っ

た
と
見
え
、
重
要
な
単
語
の
欠
落
や
品
詞
の
混
乱
が
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、「
権
力
」
や
「
歴
史
」
等
の
抽
象
的
な
言
葉

の
翻
訳
に
は
こ
た
え
ら
れ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

等
の
こ
と
か
ら
、
辞
書
作
成
過
程
で
の
レ
ザ
ー
ノ
フ
の
苦
労

が
し
の
ば
れ
ま
す
。

　

そ
の
辞
書
に
記
さ
れ
た
ロ
シ
ア
語
を
「　

」
書
き
に
、
そ

れ
に
対
応
す
る
日
本
語
と
し
て
記
さ
れ
た
言
葉
を
（　

）
書

き
に
し
て
幾
つ
か
の
具
体
例
を
紹
介
し
ま
す
。

　

・「
恥
知
ら
ず
な
」（
義
理
工
面
が
ご
ざ
ら
ん
）

　

・「
妊
婦
」（
身
持
ち
の
女
）　

・「
部
屋
」（
座
敷
）

　

・「
村
」（
在
郷
）　

・「
馬
鹿
女
」（
は
ん
か
）

　

・「
朝
食
」（
茶
の
子
）　

・「
つ
む
じ
風
」（
か
ま
い
た
ち
）

　

・�「
寄
生
虫
」（
す
ば
こ
）　

・「
馬
の
た
て
が
み
」（
馬
の

し
だ
け
）

　

こ
の
二
つ
の
書
物
は
、
手
書
き
原
稿
の
ま
ま
現
在
の
ロ
シ

ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ

ル
グ
支
部
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
現
地
で
も
そ
の
存
在

が
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
を
、
大
島
幹
夫
氏
が
発
見

し
、
東
北
放
送
が
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
化
し
て
日
本
に
持
ち

帰
り
、
田
中
継
根
氏
が
翻
訳
し
て
、
東
北
大
学
の
「
東
北
ア
ジ

ア
研
究
セ
ン
タ
ー
叢
書
第
２
号
」
と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。

防潮堤9.7メートルの人災
2020 年７月21 日～24 日　第109 次東北ボランティア

牡鹿半島　立浜　2020 年 7 月 21 日　9.7m 防潮堤

遠
藤
弘
行
さ
ん　
７
月
21
日

嶋田政雄さん
第 10 次 7 月 20 日

第10次千葉災害ボランティア
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手作りマスク支縁がアフリカ諸国などで好評
　「他者を顧みる日本人の隣人愛を示したい」という新聞を読んで、北海
道など各地から手作りマスク支縁に事務所は励まされています。全国か
ら１万 7 千個も届いています。アフリカなどに対する発送費も特別便な
ため、1 万 5 千円～ 3 万 6 千円要します。ですから、救援にカンパも同
封してくださる方もいらっしゃり、涙なしに読めないお手紙が寄せられ
ています。ありがとうございます。
　国際部　携帯 070-5045-7127、080-4267-4820
　http://kisokobe.sub.jp/article/16031/

救援金、維持会費ご協力を感謝します。（敬称略）
2020年４月19日～７月18日

神戸国際キリスト教会，岩村義雄，島田信一，岸本 豊，土手ゆき子（3），本田寿久（3），村上安世，
朝日泰治 , 朝日華子，原本さん親子，阿部純子（宮城県石巻），東原良学（3），遠藤美智子，白
方誠彌（2），栗原 健，ブイ・ティ・オアン（神戸ベトナム人会会長），高橋一正（3），石川久子，
藤丸秀浄（法専寺住職），吉俣正光，辻 良雄，北村恭男，神納茂子，阿部和夫＆斉子（宮城県石巻）

（2），竹内喜子，松本邦彦，佐々木美和（2），豊原大成 [ 全国仏教会前理事長 ]，長島康弘，秋
田喜代子，土手 朋，金 恒勝，上野清次郎，春名純人，加山久夫，福寿恵美，渡辺徹，千葉幸一

（宮城県石巻），中山圭子，岡部徹＆京子，井本敦幸（2），千田豊穂（宮城県石巻市光厳寺住職），
廣瀬素子，久留島琴（3），星野尚子，神戸聖福教会（2）, 李敬淑（2），合同会社 Bless 泉 眞姫

（2），福地弥寿子，高 祐二，モリユリ・ミュージック・ミニストリーズ，阿部艶子，伊藤直樹 ,
伊藤ヨシ子（茨城県日光市），的野慶子，河内常男，神部隆三，古川直子，黒田一美，太田妙
子，忠内 一由 , 忠内有紀，杉原賢治，鄭 恵姫，吉田 隆，藤井 勉，大谷洋子，杉山恵子，島内
粂夫，日野謙一，石井万紀子，神能忠明，永野真理子，石井泰代，宮本博美（2），新免 貢，柳
澤 豊，塗 光子，水谷弥生，相浦恵子，間森誉司，白瀬小一郎（2），西上千栄子，「小さくされ
た人々のための福音」講座（2），木村ふみ子（宮城県石巻），泉 俊明 & とも子，萩本義郎，高
野國昭，オリーブの木キリスト教会，杣 浩二，坪井久子，杉原賢治，杉山恵子，咸沼汀（Ham 
So Jeong），伊吹三樹雄，鶴崎祥子，宮崎みちよ，村上裕隆，湯川紘未，熊野千秋，小倉範子，
岡田和子，橋本恵子，福井啓子，山本雅規，山本 稔，佐々木裕美，さかいようこ，廣森勝久＆
孝子，小野寺 脩（宮城県石巻），鳥飼慶陽， 田中 操，山本美和子，日本基督教団久宝教会，尾
関マユミ，徳留由美，糸島聖書集会，矢内直子，宮本要太郎，匿名� 726,300 円
海外支縁（カヨ子基金）
岩村義雄，神戸国際キリスト教会，朝日泰治 , 朝日華子，東原良学（3），阿部純子（宮城県石巻）（2），
遠藤美智子，山下妙子，辻 良雄，神納茂子，千葉幸一（宮城県石巻）（2），栗原 健，秋田喜代子，
松本邦彦，竹内喜子，岡部徹 , 岡部京子，渡辺 徹，久留島琴（2），松岡倫子，石井泰代，西上
千栄子，櫻井由里子，白方誠彌，山本美和子� 569,200 円
里親になってくださっている方々
1. 池永タケコ 2. 中田美子 3. 本田寿久 4. 酒井 彰 5. 本田洋子 6. 村上安世 7. 原田洋子（2） 8. 辻 
良雄（2） 9. 宮田佳典 10. 村上裕隆 11. 中山圭子 12. さかいようこ 13. 新井眞由美 14. 菊池則子 
15. 藤丸秀浄（法専寺住職） 16. 佐野良子（宮城県石巻） 17. 村田充八 18. 土手ゆき子 19. 岩村
義雄 20. 神戸国際キリスト教会 21. 北村 徹 22. 岡野彩子 23. 坂本好也 24. 樋口 進 25. 北村恭男 
26. ゲーベルひでみ 27. 大島敏子（岡山県倉敷市） 28. 山田慎一郎 29. 上野登志子 30. 吉持志保 
31. 石川久子 32. 青……匿名 33. 金 貴順 34. 樋口多恵子（宮城県石巻） 35. 白方誠彌 36. 福岡真
悟 37. 高橋一正 38. 池……匿名 39. 山本智也 40. 坂井ひとみ 41. 松本真祐 42. 本田大輔 & 明日
香 43. 山下妙子 44. 遠藤美智子�
ガーナ救援金
岩村義雄，神戸国際キリスト教会，高橋一正（3），加山久夫，福寿恵美，岡部徹 & 京子，廣瀬素子，
神戸聖福教会，李 敬淑，合同会社 Bless 泉 眞姫，永野由美子，高 祐二，モリユリ・ミュージッ
ク・ミニストリーズ，河内常男，古川直子，太田妙子，日野謙一，大槻良文，石井泰代
� 152,000 円
タンザニア救援金
岩村義雄，神戸国際キリスト教会，島田信一，岸本 豊，佐々木美和，村上安世，宮本博美，高
橋一正（3），藤丸秀浄（法専寺住職），阿部和夫 & 斉子（宮城県石巻），上野清次郎，井本敦幸（2），
福地弥寿子，的野慶子� 122,100 円
ウガンダ救援金
岩村義雄，神戸国際キリスト教会，新免 貢，相浦恵子，水谷弥生，神戸聖福教会，李 敬淑，合
同会社 Bless 泉 眞姫，塗 光子，白瀬小一郎，柳澤 豊，久留島琴，熊野千秋，湯川紘未，廣森
勝久＆孝子，山本 稔，山本雅規� 238,000 円
ナイジェリア救援金
岩村義雄，神戸国際キリスト教会，湯川紘未，廣森勝久＆孝子，本田寿久� 160,000 円
マスク支縁
神戸国際キリスト教会，岩村義雄，白方誠彌，本田寿久，佐々木美和（2），中山圭子，
鄭 恵姫，辻 良雄，杣 浩二，坪井久子，杉原賢治，藤井 勉，杉山恵子，大谷洋子，神能忠明，
川島美智子，石井万紀子，永野真理子 , 太田登志，隅部恵子，木下八重子，中島 綾，
三浦幸子，宮崎みちよ，小倉範子，小島千鶴，植木みどり，岡田和子，橋本恵子，
福井啓子，佐々木裕美，松本 誠，矢内直子，田中 操，匿名� 525,000 円　敬称略
手作りマスク送付者名簿は、次号に掲載
INAANZA MIE の市川みちよさんからウガンダ宛に 1 万枚が届いています。林 文音さまから 切
手 491 円分，糸井佳子さま 切手 5,106 円分，フードバンク関西，耕支縁の山本 勝さん，上原
俊基さん，森岡忠義さんから野菜，遠藤美智子さん，東垂水ルーテル教会から手延べそうめん
をいただきました。生活協同組合コープこうべ 地域活動推進部，十文字様から米 200 キロ以上
を提供。梅木博光さま（金光教多良木教会長）から球磨郡の名産品，炊き出し用にとうもろこ
し 1 箱を小谷登志江さん（千葉県布良）が提供。小坂修一さんはプロパンをいつも寛大に貸し
出してくださっています。

事務局便り 「日本人大好き」と国際部　佐々木美和

編集後記
　冷たい例年にない暴風雨が朝から吹き荒れて、こんな
厳しい田植えは初めてと村上代表が言われる中、初めて
の田植えを経験しました。トロトロ層に足を取られフラ
フラになりながら風雨の弱まる間隙を縫って作業しまし
た。4 アールの水田の半分が終わった頃には薄暗くなっ
ていました。2 人は車で休んでくださいと岩村理事長が
話されて 1 人田んぼに入られる姿を見ながら車でひと眠
り。22 時、暗闇の中から「終わったよ」と、帰ってくる
声で２人は目覚めました。岩村理事長の底力を思い知ら
された出来事でした。腰の痛みが和らいだなら、次なる
被災地へご一緒に挑戦させていただきます。�
� 「カヨ子基金」の里親　北村恭男

田植え動画　https://youtu.be/_ybSub_sHnY

左が北村恭男、右は村上裕隆　　6月23日　宮城県石巻市渡波

本田哲郎セミナー
　毎月第3金曜日午前10時～
　勤労会館4階
岩村義雄セミナー
　毎月最終月曜日午後6時半～
　ミント神戸17階

『
読
売
新
聞
』

�

（
２
０
２
０
年
７
月
14
日
付
）

『
毎
日
新
聞
』

�

（
２
０
２
０
年
４
月
18
日
付
）

（一社）神戸国際支縁機構

•ボランティアや移住者募集中
農林漁、および在宅被災者戸別訪問にご協力くださ
い。医療関係者歓迎します。
•被災地への支縁物資もお願いします。
•年会費をお願いします。（月に 200円）
会員（年度4月～翌3月）の皆さまには、季刊誌などをお

•海外の孤児のために支縁金お願いします。
送りします。 

 

　

海外の災害緊急募金には必ず『国名』を書き添えてください。

趣旨に賛同してくださる方は、何口でも結構ですので、
ご協力をお願いします。
本会員は、 一口2,400円/１年
賛助会員は、 一口5,000円/１年

462（三宮支店） 普通 3169863 
神戸国際支縁機構　岩村義雄

口座　00900-8-58077
加入者名　一般社団法人 神戸国際支縁機構

郵便振替 

三菱ＵＦＪ銀行
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